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み
ん
な
で

未
来
博

団
体
へ
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」
は
七
月
七
日
の
開
幕
ま
で
あ
と
四
十
余

日
を
数
え
る
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
国
見
町
う
つ
く
し
ま
未
来
博

推
進
協
議
会
で
は
、
五
月
一
日
開
催
の
協
議
会
に
お
い
て
、
須
賀
川

市
の
未
来
博
会
場
ま
で
の

。足

‘
の
確
保
策
と
し
て
、
団
体
で
見
学

さ
れ
る
場
合
、
交
通
費
を
助
成
す
る
参
加
推
進
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
利
用
す
れ
ば
、
バ
ス
の
僭
上
費
用
や

電
車
運
賃
な
ど
が
助
成
さ
れ
、
未
来
博
を
見
学
・
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
助
成
嘔
業
は
、
卜
五
名
以
Ｌ

（
バ
ス
利
川
の
場
介
は
定
ほ
の
Ｌ
割

以
上
を
原
則
）
の
団
体
が
未
来
賻
を

見
学
す
る
場
介
に
適
川
さ
れ
、
バ
ス

を
利
川
す
る
場
介
、
一
人
肖
り
１
円

の
負
担
金
｛
小
中
学
生
八
肖
円
｝
で

バ
ス
料
金
を
は
じ
め
尚
速
道
通
行
料
、

燃
料
費
、
木
火
博
駐
眼
燭
料
金
な
ど

の
経

費
は

令
額
助

成
さ

れ
ま
す

．

県

内
で

も
肖
町

は
会

場
の

須
賀

川

↑巾
ま

で
、

遠
方

に
あ

る
こ

と
か

ら
交

辿

費
が
課

題
と
な

っ
て

お

り
、
町

民

の
方

か
ら

も
助
成

を

と
の
要
９

が
出

さ
れ

て

お
り
ま

し
た
．

こ

の
た

め
町

で
は

郡
内

各
町

と
と

も
に

県
に

交
通

災

袖
助

を
強
く

嬰
望

、
県

の
補

助
嘔

業

と
し

て
取
り

組
む

こ

と
に
な

り
ま

し

た
．

川
協
議

会
で

は
、

県
の

袖
助

从

準
額

に
町
独

自

補
助
を

上
東

せ
す

る
こ
と

と
し

、
さ

ら
に
負

担
軽

減
を

は

か
り

ま
す
．

こ
れ

に
よ

り
多

く

の

方

が
、

末
末

溥
を
訪

れ

る
こ

と
が
で

き

る
こ

と
に

な
り
ま

す
．

未
来

岬
の

入
場

前
売

券
は

町
民

の

．
割

を
超
え

る

．
、

．．ミ

．
１
枚

（
学

皎
行
嘔

で
参

加
す

る
小

中
学

生
の

分

を
加

え
る

と
約

．一
Ｉ

二

日
枚

）
が
収

売
さ
れ
ま
し
た
、
同
協
議
会
で
は
こ

の
助
成
嘔
業
を
活
川
し
て
、
多
く
の

方
に

”
未
来
の
夢
空
川
‘
未
米
博
を

訪
れ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

うつくしま 未来 博
会　 期:2N1 年 ７ 月

７
日ａ)～

9 月30 日 咽,。lﾖ。l

夜間開催　 ７月2{}日窗～ ９月匐日t日1173日間|

会 場 時 間 ： ９畤30 分 ～21 時

(7 月７日~19日・1嫺 まで)

塲　　 所 ：須 賀 川 大 字 大栗 地 内(約ｓｈａ)

未来博参加推進事業など協議する
国見町うつくしま未来博推進協議会

未来博入場前売券販売状況

一 般 入 場945 枚

パスポート　55 枚

特別入場券332 枚

小中学校について

は学校行事で対応

953枚

合計2,285枚（ ４月 禾 睨在 ）

参
加
推
進
嘔
哭
の
詳
細
は
片

ペ
ー
ジ
に
掲
敍
し
た
と
お
り
で

す
。
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は

各
条
件
に
圸
づ
き
、
補
助
匆
巾

諸
等
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
所
定
の
川
紙
節
は
推
進

臨
議
会
嘔
務
６
｛
役
場
齔
画
商

ｔ
課
内
｝
に
叩
伽
し
て
あ
り
、

１
続
き
等
を
ご
説
明
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
乱
軽
に
お
申
出
く

だ
さ
い
。



うつくしま未来博参加推進事業の概要

1｡利用できる団体は？
企業、宗教団 体、政治団体以 外で 茆ｎ

ぱ、11 内で活動するほとんど の団 体が該

当します。

(公民館で活動しているグループ･子供会

老人 クラブ･匐内会･地 域団体･婦人会な

ど)

２､補助の対取となる経費は？

（１）バスを利用する場合（原則として

足 員 の７割 を 最 小 催 行 人 員と し ま

す。）

バス代金、ガイド料金、未来溥会 鳩

駐車料金。高速 道路科金、参加者保険

料。頭両燃料代（レ ンタカー利用で別

籾金の場合）、旅行代理店利 用の場合

の取扱手数料、運転手人件費（レンタ

カー利用で別料金の場合）などです。

【参加人数×大人1.（X）O円、小中学生5

（X）円分は個人負担として協議会へ納入

していただきます。ただし、大枝小児

●及び町長が認 めた団体につい ては、

免除さ れます。 】

（２）電車を利用する場合05 人以 上の

団体に限ります。）

遍賃、特急料金、臨時列車の 貸切科

金などです。（グリーン料金、指定席

料金は除く。 ）

（３）その他

１日で 未来 溥会蝿の他に、タイアッ

ププロ グラ ム実施地や凧内の交流施設

なども視察される 場合は、全行 程に要

する経費（１泊以上の蝿合は１日分の

み）が棚助の対象になります。

３､補助の対象とならない経費は？

未来博入場料金、飲食代、観光施設の

入場料金。シ ャトルバス料金、宿泊費用

等は対象になりません。

４､補助額は？

国見町から会場までの経費か定められ

ており( 概算払基準額) 、その分は前金

で 棚助します。その他補助の対象になる

経費につい ては実績により精算しお支払

いします。

(１) 概算払基準額( バス代金、会鳩外

駐東料金、高遠道路料金)

①大型パス123.(XX) 円 ②中型パス

2. 网 .円 ③小型バス95.(XX) 円 ④

レンタカ ー42.{XX} 円 ⑤ＪＲ利用

申睛に基づく金額

(２) 実績による爾算払額

①ガイド料実費 ②駐車料金差額実費

(会場内駐卑場利用の場合) ③参加

者保険料実費 ④旅行代理店取扱手数

料実費 ⑤タイアッププログラム実施

地及び県内交流施設視察眄の差額爽及

など

５､帰ってからの報告

未来博会場で参加者全員が写っている

写真や補助対象経費の領収●の写しを添

付した、冥績報告が必要になります。

手続きは簡単です。詳細は下紀にお

問い合わせください。

｢美しい空間 美しい時間｣

をテーマに開催される“うつく

しま未釆博'は森に囲まれた約46ha

の会場で開催されます。

自然の景観を活かしながら

｢虹の台地｣｢霧の谷｣｢碧の谷｣

｢風の森｣ の4つのゾーンによ

り､魅力いっぱいのパビリオン

により構成されます。

国
見
町
を
全
国
に
発
信

未

来

博
会

場

内

に
あ

る
9
0
巾

町

村

ふ
れ

あ

い

パ
ー

ク

に
お

い
て
、
八
月

四
日

か

ら
九
日

ま
で
は

「
伊

達
ウ

ィ
’‐
ク
」
と

し
て

伊
達
郡

各
町

と
と

も

に
国

兄
町

の
魅

力
を

紹
介
し

ま
す

。
国
見

町
の

ブ

ー
ス

で
は

、
阿
沖

賀
志

山
防

塁
の
｛
吭
体
模

型
や

町

紹
介

パ
ネ
ル

や

特
産

品
の

艇
示

を

行

い
ま
す

。
ま

た

、
ス
テ

ー
ジ

で
は

、
内

谷
太
々

神
楽
や

国
見

夢

口`
吸
が
披

露
さ

れ

る
ほ
か
、
会
場

内
で
町

紹
介

の

ビ

デ
オ

も
放
映

さ
れ

ま
す

。

８

月
４
日
か
ら
９
日
［
伊
達
ウ
ィ
ー
ク
］

国
見
町
出
展

８

月
５
日
　
1
4
時

神
楽
舞
（
内
谷
太
々

神
楽
保
存
会
）

８

月
７
日
　
1
7
時

国
見
夢
音
頭
（
夢
音
頭
愛
好
会
他
）

お
問
い
合
わ
せ
先

国見町うつくしま

未来博推進協議会
(役場企画商工課企画商工係内)

5 8 5 ｰ 2 9 2 7

第2期前売り入場券販売

中
会場では混雑が予想されます。あらかじめ入

場券をご購入ください。

前売入場券の内容

入場秀の
槽　 類 ��

区　 分 �

入鳩科金（消費税きむ）
���第. 前 売 券�当日充秀
���( 13. 1.1　

～７．６) �(
 13. 7 . ?
～9 .8 )

－； �
普 通
入峨秀 �

大　 人 �2 , |円 �3.

��高校生�1,71X)円 �2,(X〕0円
��小･中学生�1,3(X)円 �1.5CKFI

全期黯
凋

用入場券
叭ｽﾎﾟｰﾄ蒡J ��

大　 人 �6.5(X)円 �7,0(X)円

��高校生�3,2(X)円 �3.8CX)円
��小･中学生�2,4(xl弓 �2 ,

＊大人 ．高校生 、小 ・中学生のＳ 分は 平成13  年 4月 １日を

基 凛日と しま す、

●｢パスポ ート 券｣は､ 本人 に限り 禾来1呷会期巾 阿回でも 自　

田に 入場でき．大 変お買い 冽です.

＊平･成13 年４月 １日 現在で小学 佼末就学 の子供は無 料です．

＊入 場日 現在65 歳以 上の方 、及 び身体障 害者手帳 諤を お持

５の 方には．特別 割引入 場券かあり ます．

販売先・問い合わせ
国 見町うつくしま 未来博推進協議会(役場企画商

工踝585  ｰ 2927  》で 随時販売しております。



岩
淵
遺
跡
が
新
し
く

道
路
・
駐
車
埼

東
屋

な
ど
の

周
辺

も

整
備

縄
文
時
代
中
川
の
９
穴
式
住
居
跡

で
あ
る
、
町
指
定
史
跡
「
岩
洲
遺
跡
」

が
令
而
的
に
修
復
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
道
路
や
駐
叺
瑚
。
休
息
で
き
る

朿
Ｍ

（
あ
ず
ま
や
）
な
ど
周
辺
整
伽

が
な
さ
れ
ま
し
た
。。

昭
和
四
卜
九
年
に
復
元
さ
れ
た
住

川
は
、
幾
度
か
部
分
的
に
補
修
さ
れ

た
も
の
の
、
旺

の
傾
き
や
か
や
の
鵬

れ
な
ど
傷
み
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
め
町
で
は
、
朴
淵
辿

跡
保
存
会
（
阿
部
松
人
会
長
）
の
協

力
に
よ
り
、
か
や
ぶ
き
川
の
か
や
を

準
備
し
、
骨
組
み
や
屋
根
を
令
而
的

に
収
り
替
え
る
改
修
嘔
業
を
火
施
し

ま
し
た

こ
れ
ま
で
．
は
咀
な
遺
跡
に
も
関

わ
ら
ず
、
巾
の
出
人
が
困
難
な
状
況

の
た
め
、
現
在
進
め
て
い
る
県
営
巾

山
原
樹
園
地
ａ

道
整
備
嘔
業
と
と
も

に
、
逝
路
整
備
を
す
す
め
ま
し
た
．

ま
た
、
総
（
‥
的
な
計
画
を
も
と
に
．

駐
小
ス
ペ
ー
ス
や
休
勉
で
き
る
東
屋
、

ベ
ン
チ
、
案
内
板
の
段
破
、
芝
恨
り
．

畩
栽
な
ど
の
周
辺
整
備
を
図
り
ま
し

た
．町

で
は
は
爪
な
遺
跡
を
後
匣
に
伝

え
る
た
め
・
、
助
成
箔
置
の
あ
る
起
債

小
梟
を
選
択
し
ま
し
た
．
今
後
、
学

Ｍ
や
研
究
な
ど
町
内
外
の
竹
さ
ん
に

見
学
い
た
だ
き
、
広
く
活
川
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
．

▲全面 的に修復された
岩淵遺跡竪穴式住居

新たに 設置され●

た東屋や案内板

岩

淵

遺

跡

昭

和
四
卜

じ
年

、

鳥
城

の
巾

山
原

（
字
外

洲
地

内

）
牛

沢
川

沿

い
に
発

兄
さ

れ

た
９

穴

式
住

糾
跡
『

縄

文
叫
代

中

刈
の

も
の

と
号

え
ら

れ
、

什

居
の
支

札
は

．．．本

柱
で

、
直

傑
Ｌ

・
四

ｍ
の

円
形

状
で

あ

る
　

巾

火

に
石
組

炉

と
人

川
部

に
…

…

ｍ

の
石

組
複

式
炉

が
あ

り

、
枚

式
炉

と

し

て
は
令

国
的

に

最
人

規
噪

と

い
わ
れ

る
．

鳥取・内谷防災センター

防災と

交流の拠点に

鳥
収
・
内
谷
地
Ｋ
に
防
災
セ
ン
タ

ー
と
災
会
施
設
の
機
能
を
併
せ
も
っ

た
．
鳥
収
・
内
谷
防
災
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
、
四
月

．
．卜
凵
引
波
し
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
町
が
ｆ
成
卜

．
．
年
度
防
災
ま
ち
づ
く
り
嘔
袰
に
よ

り
建
以
し
た
も
の
で
、
国
見
町
消
防

Ｍ
節

．
分
団
第
二
部
（
鳥
収
・
内
谷
）

の
消
防
屯
所
と
し
て
、
ま
た
．
災
会

所
老
朽
化
に
よ
り
、
建
て
杵
え
が
検

討
さ
れ
て
い
た
内
谷
西
、
内
谷
朿
町

内
会
、
及
び
鳥
収
町
内
会
の
集
会
施

設
と
し
て
利
川
さ
れ
ま
す
．

総
嘔
業
費
二
千
じ
百
万
円
木
造
平

阯
建
、
床
而
積

。
八
Ｏ
ｍ
の
施
殿
に

は
、
消
防
ポ
ン
プ
叭
の
巾
庫
と
詰
所
、

四
卜
八
仕
の
集
会
室
や
台
所
な
ど
か

ら
な
り
ま
す
。

引
渡
し
式
で
は
Ｍ
水
町
災
が
『
こ

の
セ
ン
タ
ー
を
利
川
し
て
、
防
災
と

地
城
の
か
た
ら
い
の
場
と
し
て
利
川

く
だ
さ
い
ご

と
挨
拶
。
地
元
町
内
会

を
代
μ

し
菅
野
正
内
谷
朿
町
内
会
艮

と
、
高
橋
力
消
防
団
艮
に
鍵
を
引
き

波
し
ま
し
た
。
そ
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
に
よ
り
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。



各
種
団
体
で
総
合
開
催

皆
さ
ん
と
町
の
パ
イ
プ
役

四
月
は
町
内
会
長
さ
ん
を
は
じ
め

役
貫
の
改
遇
期
で
、
ま
た
各
種
団
体

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
ぺ

各
役

員
の
方
に
は
。
町
と
町
民
み
な
さ
ま

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
。
極
め
て
呎
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

今
回
退
任
さ
れ
た
方
に
は
畏
年
の

ご
労
苫
・
ご
協
力
に
対
し
感
謝
状
が

贈
に
さ
れ
、
新
た
な
任
に
就
か
れ
た

方
に
は
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

町
よ
り
ｆ
成
十
三
年
度
の
皿
点
事
業

の
説
明
の
後
、
各
総
会
で
は
、
各
団

体
の
事
業
活
動
や
予
算
審
議
、
役
貝

の
選
出
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
種
団
体
の
会
長
・
副
会
長

敬
称

略
（
　

）
は
町
内

会
名

◇

町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会
　
長

斎
藤

喜
助

（
町

東
）

副
会
災
　
宍
戸

文
ｆ

（
第
　
一
）

◇

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
　
長
　

八
鳥
新
太
郎

（
山
崎
北
）

副
会
長
　
佐
久
川
成
災

（
第
　

八
）

◇

国
民
年
金
組
合
連
合
会

会
　
長
　
木
村

敏
男

（
川

内
）

副
会
艮

本
多
　
ミ
ツ

（
板

橋
）

◇
生
活
環
境
推
進
員
協
議
会

会

艮

高
橘

芳
男

（
本
　
町

）

副
会
艮

井
砂

胯
榮

（
北

部
）

◇
健
康
推
進
員
協
旗
会

会

長

佐
藤

和
子

（
板

橋
）

副
会
艮
　
八
巻
イ
チ
子

（
第

六
）

副
会
長

佐
藤
サ
ツ
子

（
人
町
肉
）

◇
統
計
調
査
員
協
議
会

会
　
長
　
阿
部

収
男

（
宮
町
北
）

副
会
災

仲
野
周
一
郎

（
泉
川
中
）

総

務
省

国
見
町
を

昨
年
に続

き

財
政
健
全
団
体
に
指
定

財
政

状
況

が
健

全

な
団
体

に

つ
い

て
は

、
昨
年

度
か

ら

起
債

の
許
可

手

続
き

が
一
部

軽
減

さ

れ
ま
す

が
、

総

務
省

で
定

め
た
健

令
Ｍ

体

の
基
準

に

該
当

し
、
昨

年

に
引

き
続
き

国
‥
｝’町

が
指
定

さ

れ
る
こ

と

に
な
り

ま
し

た
。

自

治
体

の
財
政

状
況

を
示

す

も
の

に
、

経
常

収
支
比

率

と
起
債

制

限
比

串
が

あ
り

ま
す

が
、

肖
町

の
鳩

合
ど

ち

ら
の
条

件
も
満

た

し
て

い
る

こ
と

か

ら
。
財

政
の
健

令

性
が

確
傑

さ
れ

て

い
る
団

体
と

認
め

ら
れ

た
も

の
で

す
。
本

県

で
は
二

十

巾
町

村
が

、
伊

達
郡
で
は
当
町
を
含
め
二
町
が
該
当

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
国
兄
町
で
は
、
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
、

榊
助
な
ど
有
利
な
腓
業
な
ど
を
選
別

し
。
さ
ら
に
コ
ス
ト
息
識
の
も
と
経

賞
節
減
に
収
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

町
の
借
入
金
で
あ
る
起
債
に
つ
い
て

も
同
様
に
、
交
付
税
で
の
助
成
措
置

が
あ
る
も
の
を
選
択
し
、
さ
ら
に
繰

上
げ
償
還
な
ど
、
健
全
財
政
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
行
政
の
効
率
化
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
Ｅ
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
指
数
。
人
件
費
・
公
債
輿
等

の
経
常
経
費
に
一
般
財
源
が
ど
の
程
度

充
当
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
。
少
な
い

ほ
ど
弾
力
が
あ
る
と
い
え
る
。

起
債
制
限
比
率

’：
町
単

独
で
負
担
す
る

’交
付
税
算
入
分
な
ど
を
畭
く
）
公
債

費
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

少
な
い
ほ
ど
健
全
と
い
わ
れ
る
。

財政の 健全性 が

確保さ れている団体

起 債 制・経 常 収
限 比 率 支 比 串

総 務雀 基準

指　　 散

平成12 年度

暖見町 指数

－ －一一平成11 年度

国見町 循致

1(刃6禾潟　7y 沁未満

7,0％ ，711 ％

90 %

指数は該当年度の前年決耳数翩を妃載

情
報
公
開
審
査
会
委
員
に
辞
令

四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
情
報
公
開

制
度
に
と
も
な
う
、
同
兄
町
情
報
公

開
審
査
会
委
貝
に
遠
藤
金
六
さ
ん
ほ

か
四
名
の
方
、
四
月
十
日
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
愉
報
公
開
は
町
が

保
有
す
る
情
報
を
請
求
に
よ
り
開
示

す
る
も
の
で
す
が
、
開
示
が
出
来
な

い
等
決
定
に
対
し
不
服
が
あ
る
と
き

は
、
不
服
申
立
‐
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す

る
「
国
見
町
情
報
公
開
審
査
会
」
に

お
い
て
審
た
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
審
査
会
委
員
の
方
は
次

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

国
見
町

情
報
公
開
審
査
会
委
員

○

遠
藤

金

六
　

（
鳥
　
　

取

）

○
宮

本
　

ａ
　
　

（
山

崎

沢

田

）

長
手
　

ｉ
ｙ
　

（
西

大
技

巾
部

）

佐
藤

４

．
｛

弁

護

十

・

福

島

巾

｝

今
野

順

夫
（
人
学

教
授

・
福

島
‥
巾
）

敬
称

略
（
　

）
は
職
Ｘ

、
町
内
会

等

○
会

艮
　

○

会
畏

職

務
代
理

者



国
土
調
査
事
業

調
査
地
区
は

貝
田
・
石

毋
田

地
区
マ
す

調査予定字名

【
貝
田
第
四
地
区
】

膳
棚

膳
棚
山

相
ノ
峯

林
下

山
形
山

買

田
第
五
地
区
】
　
扇
子
山

狢
石
山

一
石
毋
田
第
三
地
区

】

雑
司
屋
敷

山
舘

芹
沢
山

新
田
山

盗
人
返

東
畑

滝
ノ
入

天
狗
坂
井
二
道
路
越

陣
場
山

囲
石

西
畑

空
窪

芳
ヶ
入

大
沢

前
儷
子

作
り
道

山
田

網
か
け
は
字
の
一
部
の
実
施
で
す
。

平
成

十
三
年

度
の

国

土
調
在

は

、

只

Ⅲ
地

区
及

び
石
母

Ⅲ

地
区

の
山
間

の

一
部

、
調
介

予
定

而

禎

丁

九

六

１１Ⅲ
を
実

施
し
ま

す

。
こ

れ
に
よ

り

両

地

区
は

全
字
終

了
し

ま
す

。

こ
の

調
査
は

、
現

地

を
一

筆
毎

に

訓

査

・
測
一

す

る
こ

と

に
よ

り
、

所

有

者
や

地
目
、

面
積

及

び
境

界
な

ど

を

明

確
に
す

る
も

の
で

す
。
現

在

使

川

さ
れ

て

い
る
９

記

簿
や

字
限

凶
は

、

明

治
は

じ
め

に
作

成
さ

れ
た

も
の

を

蛾

本
と

し
て

い
る

た
め

、
火

際
の

上

地

の
状

況
と
合

わ

な
く

な
っ

て
き

て

お
り
ま

す
。
こ

の
凋

査

に
よ

り
土
地

夸

記

簿
や
字

限
図

が
実

際
の

土
地

に

即

し
た
正

碇
な

も

の

と
な
り

。
皆

さ

ん

の
権

利
の

保
護
や

新

し

い
町
づ

く

り

に
、

又
は
災

宵
時

の

復
旧

な
ど

に

役

立
つ

こ
と

に
な

り
ま

す
。

国
見

町

の

国
上

調
査

は
、
昭

和

六
ｔ
一
。年

度

か
ら
行

わ
れ
、

嘔
成

卜

二
年

度
ま

で

の

調
介

而
秘

は
二

〇

・
一
〇

㎞
で

。

登
記
完
了
而
積
は
一
五
・
二
九
一
畄
と

な
り
ま
す
。

調
査
で
は
地
権
者
の
立
会
い
を
も

と
に
、
地
区
の
岡
土
調
在
推
進
委
貝

の
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま

す
。
そ
の
後
測
量
調
食
に
よ
り
翌
年

度
に
は
地
箱
図
一
地
積
簿
を
作
成
し
、

関
係
み
な
さ
ん
の
閲
覧
、
確
認
の
上

国
県
の
認
証
の
後
、
登
記
手
続
き
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
　
願
　

い

境
外
確
認
の
時
に
打
ち
込
ん
だ
杭

な
ど
は
、
絶
対
に
抜
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。
測
量
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

誤
っ
た
登
記
の
原
囚
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
。
再
度
。
硫
認
の
立
会

い
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

国
土
調
査
推
進
委

員

（
敬

称

略

）

○
高
野

恭
寿

○
阿
部

松
夫

佐
藤

利
夫
　

佐
麟

勝
美

後
藤

忠
蔵
　

菊
池

蛸
治

松
浦
　

栄
　

菅
野
　

正

吉
田
　
国
一
　
　

佐
藤

年
光

高
橋

春
美
　

斎
藤

修
一

谷
沖

亀
俊
　

斎
麟

金
治

佐
藤
　
正
雄
　

佐
藤

昭
七

佐
藤
　
正
明
　

佐
藤

勝
雄

齊
藤
　

實
　

齊
藤
　
昌
義

菊
地
　
平
助
　

佐
藤

六
助

松
洲

眞
一
　
　

菊
地

良
七

菊
地

芳
男
　

菊
地
　

力

松
浦

欽
一
　
　

松
浦

智
義

鴪
坂
吉
兵
衛
　

竹
野

春
二

○
会
長

○
剛
会
艮

★
問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
課
国
土
調
査
係

ｇ
（
５
８
５
）
2
9
6
7



中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

平
成
1
2年
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

ぞ
成
卜
二
年
度
か
ら
中
山
間
地
域

等
の
耕
作
条
件
が
不
利
な
地
域
に
お

い
て
、
農
業
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り

皮
地
を
保
全
し
、
多
而
的
機
能
を
確

保
し
て
い
く
た
め
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
の
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。

巾
山
間
地
城
で
は
、
平
地
に
比
べ

て
傾
斜
地
が
多
く
機
械
に
よ
る
耕
作

が
困
難
な
こ
と
や
、
農
業
従
嘔
者
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
耕
作
さ
れ
ず

に
放
棄
さ
れ
る
農
地
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
耕
作
放
棄
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
の
農
地

の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
（
洪
水
や

上
砂
崩
れ
な
ど
の
災
宵
を
防
止
す
る

保
水
機
能
や
、
美
し
い
緑
の
景
観
の

提
供
な
ど
）
を
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
こ
の
制
度
が
創
ら
れ
ま

し
た
。

町
で
は
、
旧
小
坂
村
、
旧
藤
田
町
、

旧
大
木
戸
村
の
地
区
に
お
い
て
県
か

ら
特
認
地
城
の
指
定
を
受
け
、
急
傾

斜
で
要
件
を
満
た
し
た

．
ｈ
以
上
の

農
地
に
、
五
年
間
の
集
落
協
定
を
結

び
共
同
活
動
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

交
付
金
を
支
払
う
事
業
を
行
い
ま
し

た
。
集
落
協
定
に
は
、
農
業
生
産
活

助
、
多
目
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動
、

生
産
性
・
収
益
の
向
上
、
担
い
予
の

定
着
促
進
等
の
計
画
を
迦
て
実
施
し

ま
し
た
。

ぞ
成
卜
二
年
度
は
、
六
地
区
に
お

い
て
集
落
協
定
が
締
糾
さ
れ
、
交
付

金
は
、
農
道
・
水
路
の
維
持
管
理
．

畩
刈
作
業
、
降
宵
後
の
法
面
点
検
な

ど
の
共
同
活
助
継
ｎ

に
二
分
の

．
以

上
を
充
て
る
と
と
も
に
、
各
農
家
に

支
払
わ
れ
ま
し
た
．

山
あ
い
の
傾
斜
地
に
水
田

が

段
状
に
拓
け
る
　
鳥
取
山
田
地
区

協定集落名 参加勇散 襄用地区分 i 足z槇(れa)交付金(千円) 週　　　 髮

,矚取山田 ９名 急傾(田) 2,28 479 知 合(17..･3●1/31:|/3･

10a 当 たりの 単 価

急傾斜 地 【急傾 】

田21. 円

鳥取下笊内 ８名 急傾く畑） 1,44 166

馬 取沼田 ６名 愈傾(田) 1 .52 319

内谷 涓上 ４名 恚傾(田) 1 .23 258

貝田中江 22名 愈傾(田) 6.48 1 . 1 畑11,!a 〕円

貝田 新田 ７名
急傾(畑) 108 124 緩傾斜地【媛傾】

田8. 〕円

畑3. 〕円

緩傾(畑) 1.84 64

６ 輿 落 56名 15- 訂 2.7

五点の絵画を寄贈

石原晃雲画伯

日
本
美
術
会
委
員
・
石
原
兄
雲
さ
ん
（
錦
町
）
か

ら
、
こ
の
ほ
ど
絵
画
（
日
本
画
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
作
品
は
五
十
吁
の
大
作

『
流
伝
弄
月
』
（
写
真
）

を
は
じ
め
五
点
で
、
町
内
各
施
設
に
絵
を
掲
げ
、
広

く
皆
さ
ん
に
鑑
賞
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

絵
画
は
日
頃
の
創
作
活
助
で
描
か
れ
た
作
品
か
ら

選
定
し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
石
原
さ
ん
は
「
国

見
に
移
り
住
ん
で
四
十
数
余
年
が
過
ぎ
、
多
く
の

方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
竹
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
』
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
原
さ
ん
は
『
小
さ
な
画
家
の
家
』
を
主
宰
し
、

ｆ
ど
も
た
ち
の
指
導
に
も
熱
心
に
取
り
糾
ん
で
お
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
作
品
を
町
へ
寄
贈
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
花
鳥
・
山
水
・
人
物
な
ど
を
は
じ

め
民
話
な
ど
の
作
品
も
多
く
発
表
し
て
お
り
、
芸
術

家
年
鑑
な
ど
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

設置施設及び作品名

◆国見ニュータウンコミュニティ

センター　　　 【流伝弄月】に ぶとり】

◆森江野町民 セン ター　　 【平和の使者】

◆大木戸ふ れあいセンター　 【少女と鳩】

◆東部高齢者等活性化センター【太古の空へ】



４月の

グラビア
直
播
栽
培
に
新
鋭
機

ほ
場
整
隔
事
業
が
進
む
小

坂
地
区
で
は

、
４

月
2
7日

か
ら
５

月
上
旬
に
か
け
て

。
今
年
新
た
に
導
入
さ
れ
た

湛
水
施
肥
播
種
機
に
よ
る
、
直

播
栽
培
が
行
わ
れ
ま
し

た

。
こ
の
機
械
は
3
0
a
を
約
4
0
分
程
で
穡

ま
き
が
で
き

。

こ
れ
ま
で
ヘ
リ
コ

ブ
タ
ー
に
よ

る
空
中

散
布
よ
り
作
業

時
間
を
要
し
ま
す
が
、
す
じ
条

一一
条
播
ｙ

に
繭
く
と
と

も
に
施
肥
も
行
い
、
水
稲
の

栽
培
管
理

が
大
変
し
や
す

く
な
り

ま
す
。
小
坂
地
区
生
産
組
合
｛
黒
田
脇

夭
組
合

畏

｝
で
は
県
と
町
か
ら
の
補
助
に
よ
り
こ
の
機

械
を
購

入
し

。
約
1
7
陥
で
実
施
し
ま
し
た
。

伊
達
管
内
婦
人
会
連
絡
協
議
会

４
月
2
0日
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
。
伊
達
管
内
婦
人
会

邇
輅
協
議
会
の
総
会
が
郡
内
７
叨
2
8

地
区
か
ら
約
二
百
人
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
畠
胆
佳

子
会
長
が
「
男
女
共
同
参
面
社
会

を
す
す
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ

。

冨
永
町
長
や
佐
慶
忠
美
議
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
平
成
1
3年
度

事
業
計
画
な
ど
を
審
議
の
後
。
県

民
の
冀
男
女
参
画
コ
ー
ス
参
加
者

に
よ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
介

護
保
険
」
と
題
し
た
研
修
会
が
開

か
れ
、
愚
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
国
見
网
婦
人
会
に
よ
る
国

見
夢
音
頭
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

春　の　遠　足
吝小学 校でａ月下旬「舂の遠足 」が行わ れ，藤田

小と 大木戸小では全校生徒が４月27 巳阿津賀茗登山

を行い ました ，山頂で友達と食 ぺる弁当は格別です，

昼食後両校児萋はゴミ袋を手に．阿潭賀志山の清掃

作業を衍い まし た．

小 坂小では小坂峠を目指し ．森江野小ではグル ー

プ による町内史跡めぐ りなど が実施され ．低学年は

観月台公園を訪れていまｌｊ

内
池
和
子
さ
ん
へ

感
謝
状

こ
の
ほ
ど
任
期
満
了
に
伴
い
国
見
町
担

当
の
行
政
相
談
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た

、

内
池
和
子
さ
ん
に
総
務
大
臣
よ

り
感
謝
状

が
爾
呈
さ
れ
ま
し
た
。
内
池
さ
ん
は
1
6
年

の
長
き
に
わ
た
り
『

国
な
ど
の
仕
事
に
対

７

る
要
望

・
苦
情
を
受
け
付
け
。
そ
の

解

決
に

あ
た
る
個
談
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ

き
ま
し
た

。
４

月
1
0日

に
は
。
総
務
省
福

島
行
政
評
価

事
務
所
司
内
頼
鑓
所
長
よ
り

感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
、

希
望
を
胸
に

入
学
式

塹

蔆

の
幕
開
け
囘
晋
り
に
は

、

小
中
学
校
の
入
零

式
を
は
じ
め
、

幼

稚

園

、
保

育

所

な
ど

で

入

所

式

が

行
わ

れ

、

五

百
九

名

の
新
人

生
が
誕
生
し

ま
し
た

。

先

生
や

友
だ

ち

と

出
会

い
、

希

望

を

胸
に

新

し

い

生
活

の

ス
タ

ー
ト
で

す
。



交通安全親子フェスティバル
４月８日に新大字児璽を対象としたF 交通安

令硯子フこスティバル」が伊達町の自動１学校
で同催されました.,斬入学児璽を事故から守ろ

うと交通安全・ 会などが主催，交通安全母の会
による人形劇やゲームを通じて交通ルールを学

び．事故を再現１るコーナーでは掎び出しなど
の煦険を実感し交通ルールを守ることを誓いま

した，また，白パイやパトカーへの体験藥覃もij
いまし7こ，

朽
木
好
秋
さ
ん
へ
感
謝
状

1
9毎
に
わ
た
り
雨
の
日

私
服
の
日

も
毎
朝
．

交
通
安
全
の

な
め
由
鴨
指
導
に
あ

た
ら

れ
た
．

咫
交
通
教
育
専
門
目
の
巧
木
好
り
さ
ん
が
、

３

月
末
を
も
っ
て
退
任

し
矛
し
た

特
に
園

児
や
児

童

』
生
徒
の

安
全
な
通
掌
の
た
め
の

指
画
の
役

割
は
人

き
く
厂
永
年
の
御
労
苫
に

対
し
．
冨

永
町
民
よ

り
苡
．謝
状
が
喟
ら
れ
ま

し
た
．、

交通安全教室 大木戸小
大癶戸小学碵で 同月９日，今年２剛こ交通安

全協会 大木戸Ｓ 会･; 山口筋雄部会長ll･が奪鷙し

た交凋安 全標語の入選者の表彰式が行われまし

た．阿部和弥さんの「右左よ＜見てわたれ大不

Ｐ-ﾉ わ など1口点が選ば れ．大木戸 熊会では 入

送標語によりli 板を作製 ，地区内tこ立てて広く

交通安全を吁びかけること にし てい ま・ ．また

［ 交通安全 教室］が圖かれ ，逎路や登’F校での

正しい 歩き方を学びまし た．

交
通
安
全
指
導
員
へ
委
嘱
状

４

月
２
円

。
国
兇
町
交
通
敦
育
専
門

委
昌

の

菅
野
善
一
郎
さ
ん

一
大
坂

二
与
嗇
左
・
と

菊
地
政
志

さ
ん
［『
宮
町
北

・
写
貞
治
・一

に
杳
・

嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た

昔
野
さ
ん
は
篳

成
７

年
７

月
か
ら
交
通
指
導
に
お
た
つ
て
お

リ
『

菊
地
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
新
た
に
就
任
し

ま
し
た
。

藤田 幼稚園 大木戸小 森江野小 県北中



保 健 だ よ り

保健福祉課　保険増進係( 5 ) 2783

歯の
衛生週間

6 月4日～10 日まで

『歯がつくる こころの元気 からだの元気』

(80 歳で・)本、自 分の歯を残 そう｣というのが｢  80 運助｣ です。 歯が悪くな

るというのは、 叭に食事がしにくいといった問題だけではあ りません。歯が

悪くなれば。胃や腸といった消化器に負担をかけます。十分に食物を噛まな

いと、唾液の分泌が不足し ます。唾液には大切な酵素がいろい ろと含まれて

い たり、内 分泌 にも関係したりと、消化吸収を助けるだけでなく多くの 璽要なはたら きをしていますから。

から だ全体に悪 彫響がで てきます。

また､よく噛むこ とは脳 を刺激し活性化するといわれ ます｡こ のように､じようぷな 歯と健康な 歯肉をもつ

ことは たい へん重嬰なことなのです｡ａ)歳 でａ)本以 上をめざして、毎日の歯みがきを実行し まし よう。

乳　児　健　診

該　 当　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成13年３月生まれ）

・９か月児（平成12年９月生まれ） �
７月26日( 木) � 午後１時30分～午後２畤 �

観月台文化センター

第１和室

（健診内容）☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、槊乳、家族計画などについて　☆母子手帳を忘れず|こ！

３ 歳 児 健 診

該　 当　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成10年１月16日～　　

平成10年４月15日生まれの幼児 �
７月17日(火) �午後１時15分～午後１時45分 �

観月台文化センター　

大研修室

( 健診内容)

☆内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。

☆心理判定員による相談 一指尋…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

☆健診該当者には後日健診票等を郵送します。 ☆母子健康手帳を忘れずに！

５

月
3
1日
～
６
月
６
日
は

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

た
ば
こ
の
宵
と
い
え

ば
肺
が
ん
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
た
ば

こ
は
肺
が
ん
だ
け
で
は

な
く
、
全
身
の
ほ
と
ん

ど
の
が
ん
の
発
生
と
関

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
た

ば
こ
の
煙
に
４
接
さ
ら

さ
れ
る
口
腔
、
喉
頭
、
肺
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

唾
液
と
共
に
飲
み
込
ん
だ
タ
ー
ル
が
触
れ
る
食
道

や
胃
、
有
害
物
質
を
分
解
・
緋
泄
す
る
肝
臓
、
膵

臓
、
膀
胱
な
ど
も
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
に
比

べ
が
ん
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
を
考
え
、
こ
れ
を
機
会
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ポリ オ集団予防接種
平成13 年度の実施予定は下配のとおりです

実施日 �地区名 �会 場 � 時 間

７月12日(木〉�藤田地区 �

観月台又
化センタ
ー体育館 �

午後1眄1分から
午後2畤まで受付

７月13日(金) �上妃以外鴿 区

10月31日(水) �藤田地区

11月１日(木)�恚淑逅

実施日に満３か月から90月までの乳幼児で､２回末

投与児が対象です｡６週間以上の間隔で２回投与しま
す。くポリオの予防接種予診察を記入し、母子健康手
帳と一緒にお持ちください｡〉



インフォメーション

募
　

集

国
見
町
職
員

（
大

学
・
短
大

卒
程
度

）

閥
兄
町
で
は
、
次
に
よ

り
平

成
卜
四
年
度
に
採
用
す
る
職
貝

を
葬
集

を
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格
◇
一
般
事
務
【
大

学
卒
程

度
】
・：
昭
和
五
卜
こ
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
斤
十
五
年

四
月

。
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

で
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
乂
は

ぞ
成
卜
四
年
三
月
ま
で
に
卒
業

兇
込
み
の
者
【
短
大
卒
程
度
】

…
昭
和
五
ｔ

四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
五
十
七
年

四
月
一
口
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
短
人
を

卒
業
し
た
者
又
は
ｆ
成
卜
四
年

三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

▼
受
付
期
間
・・一
六
月
六
日
～
七

月
五
日
（
郵
送
の
場
合
は
七
月

三
日
消
印
分
ま
で

受
付

）
▼
一

次
試
験
日
…
八
月
五
日
（
Ｈ

）

▼
二
次
試
験
日
：
二

次
試
験
介

格
者
に
通
知
▼
試
験
方
法
・
二

次
試
験
は
教
養
試
験
と
大
卒
に

つ
い
て
は
専
門
試
験
を
火
施
、

二
次
試
験
に
つ
い
て
は
ｔ

に
人

物
に
つ
い
て
の
面
接
及
び
作
文

に
よ
る
試
験
を
実
施
▼
申
込
用

紙
の
請
求
…
申
込
川
紙
は
総
務

課
で
交
付
し
ま
す
。
郵
便
で
請

求
す
る
場
合
は
。
封
筒
の
表

に

『
試
験
申
込
川
紙
請
求

‘
と
朱

４

き
し
、
八
4‐
円
切
予
を
貼
っ

た
自
分
宛
の
封
筒
を
必
ず
同
封

す
る
こ
と
▼
申
込
方
法
・：
◇
申

込
用
紙
に
必
嬰

事
項
を
記
入
し
、

総
務
課
に
提
出
く
だ
さ

い
。
◇

郵
送
に
よ
る
提
出

も
可
能
で
す
。

★
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　

庶
務
係

｀
″｛

５
８
５

｝
2
1
1
2

福
島
県
職
員

福
島
県
職
員
等
採
川
候

補
者

試
験
の
受
験
者
を
次
に
よ

り
唇
・

奥
し
ま
す
．

｛
大
学
卒
程
度
｝
▼
受
験
資
格

・：
剛
和
四
卜
匕
年
Ｒ
月
１
日

か

ら
昭
和
五
卜
瓦
年
門
月
一
‥‥‥
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
．

学
歴
は
不

問
．
た
だ
し
、
職
楝
に
よ
っ
て

は
免
許
や
資
格
を
付
す
る
（
見

込
み
も
４

）
こ
と
▼
受
付
期
限

・；
六
月

．
日

▼
賦
験
日

…
六
月

こ
卜
四
日

【
警
察
官
Ａ

・
婦

人
警
察

官

Ａ
】
▼
受
験
資
格
・；
昭
和
四
卜

匕
年
四
月
一
一
日
か
ら
昭
和
五
卜

五
年
四
月
一

卜
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
人
学
（
紅
人
は
除
く
）

を
卒
業
し

た
者
又
は
卒
業
見
込

み
の
行
▼
受
付
期
間
・：
瓦
月
二

十
一
日

～
六
月
卜

．
．Ｈ
▼
試
験

日
：
‘Ｌ

月
八
日

｛
そ
の
他
一

短
人
・
‘咼
校
卒
業

程
虞
．
驚
９
官
Ｂ

。
栄
養
職
ａ

、

学
校
嘔

務
職
八
等
に
つ
い
て
も

採
川
献
験
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
次

に
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
人
嘔
委
員
会

｀
］（
5
2
1
）
7
5
8
8

国
家
公
務
員

採
用
試
験

人
事
院
で
は
、
閥
家
公
務
員

採
川
Ⅲ
種
試
験

（
鳥
校
卒
栗
程

虞
）
の
受
験
者
を
昨
災
し
ま
す
．

冨

穡
試
験
】
▼
受
付
期
間
：
’

六
Ｕ
一
．卜
日
（
水

）
か
ら
Ｉ
．卜

七
日
（
水
）
ま
で
▼
職
種
…
◇

行
政
◇
郵
政
◇
税
務
▼
一
次
試

験
日
…
九
月
丿

凵
｛
川

｝

★
こ
の
他
に
人
国
警
備
官
や
刑

務
官
等
の
試
験
も
火
施
さ
れ
ま

す
．
受
験
資
格
の
詳
し

い
内
容

や
資
科
請
求
に
つ
い
て

は
問

い

介
わ
せ
ｆ
さ
い
．

人
事
院
東
北
″
″
務
Ｍ
第

二
課

昔
Ｏ
２
弖

２
２
１
）
2
０
２
２

ミ
ス

ピ
ー
チ
募
集

国
兒
町
特
産
の
も
も
を
は
じ

め
、
ふ
く
し
ま
の
果
物
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
く
2
0
0
1
ミ
ス

ピ
ー
チ
を
祢
集
い
た
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
…
十
八
歳
以
ｈ
の

夊
性
｛
高
校
生
を
除
く
｝
で
、

年
間
を
通
し
て
活
助
で
き
、
福

鳥
巾
に
廼
助
可
能
な
方
▼
応
聹

締
切
・・
冫
扛
月
ご
ｆ

Ｈ

▼
応
募
方

法
・
：
官
製
は
が
き

に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
助
務
先
（
学
校
名
）

等
を
記
峨
し
、
左
記
に
送
付
の

こ
と

▼
選
考
会
…
六
月
三
日
に

柵
鳥
市
巾
民
会
館
に
て
開
催
▼

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
9
6
0
1
8
6
0
1

柵
鳥

巾
ｉ
老
内
町
３
１
１

福
鳥
市
役
所
「
ミ
ス
ピ
ー
チ

」

係
｛
″５

２
５
－
3
7
2
7

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

県
民
運
動
４
つ
の
目
標

。
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。
‘
県
民
連
動
で
は
、
平
成
1
3

年
度
の
最
黻
点
目
標
と
し
て
、
次
ぎ
の
４
つ
を
掲
げ
、

県
民
に
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一
み
ん
な
で
　
Ｇ
Ｏ
ｌ
Ｇ

Ｏ
ｌ
未
来
博
。

～
あ
な
た
に
未
来
が
み
え
ま
す
～

一
子
ど
も
た
ち
に
残
そ
う
、
美
し
い
ふ
く
し
ま
。

一
進
め
よ
う
、
花
い
っ
ば
い
の
ま
ち
づ
く
り
。

～
来
訪
者
に
は
花
を
、
帰
り
ゆ
く
人
に
は
思
い
出
を
～

一
生
か
そ
う
、
身
近
な
地
域
資
源
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
、
「
美
し
い
ふ
く
し
ま
」

の
創
造
に
つ
な
が
り
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
県
民
運
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

県
庁
県
民
生
活
課
県
民
文
化
係

ｇ
５
２
１
－
7
1
8
0



児童手当支給対象拡大

～所得制限限度額が緩和されました～

児童手当法の一部改正によって6月1日より

児・ 手当 支給の所得飼限限度額が大帽に緩和

さ れました。兄・ 手当は ，小学校就学蔚の児

鬣を養育している方に支給さ れますが，蔚年
の所 得が一定箘以上の場合は支給さ れません。

今回の改iF では限度額が大幅に引き上げら れ。

次ぎのとおりになりまし た。

所得 制限限 度額（改正観） 単位:万円

扶養親族碍の数 �所摶制限限度額 �特例限度額

o人 �l 〕1,0 �460.0

１人 �339.0 �498,0

2人 �3  万 . 0 �536.0

3人 �4  - 0 �574.0

４人 �4  .0 �6  . 0

５人 �491.0 �,  0

サラリーマンなど 厚生年金などの加入者の

場合 ，碕例により特例限 度額が酒用されます。

峯所得の基準となる 年 認定講求日の前年分

（ １月から５月までは 前々年分）

※平成13 年５月分までの児重手当については 。

改正前の所得制限 陥席額が適用され ます。

現在 ，児童手当を受 給し ていない方でも所

同制限の引き上げ により ，新たに児・ 手当

を受給できる場合があり ますので該当すると

眉われる方は,５月末日 までに「認定胴求童」

を役場福祉係（公務ａ の方は動務先）へ提出

してください。なお。必要に応じ て年金加入

証明書・児重手当用所耨証明 書等の添付窖・

が必要となりま１ のであら かじめお岡い合せ

下さい。

【問い合わせ】

保健福祉課福祉係(  5 簡 ) 2 四 3

６月は｢児童手当現況届｣の提出月です。

轡蛤者はお忘れなく１

飼
犬
の
し
つ
け
方
教
室

受
講
生
募
集

傑
健

所
で
は
、
人
と
勤
物
の

釧
和
を
め
ざ
す
た
め
、『
飼
い
犬

の
し
つ
け
方
教
室
』
を
次
ぎ
の

と
お
り
開
艇

い
た
し
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
県
北
保
健
所
、

ま
た
は
町
役
場
住
民
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

/ 寧科講習 実技講習

日

建

第1回

第2回
第3回

５月l)日(水)
７月18日(水)

ｎ月21日(水)

６月６日(水)
７月25日(水)

日月28日(水)

時 間
午後 １眤X 〕分～

午後 ３眄

午前1{跼匐分～
午後２畤l}分

会 爾
県北保健所

(福島市御山司)
畜産試験場
(福島市荒井)
一一

★
問
い
合
わ
せ
先

柚
鳥
県
叺
北
傑
健

所

‥`（
５
３
４

）
4
3
0
6

町
住
艮
譚
生
活
環
境
係

公
（
５
８
５

）
2
1
1
6

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
今
年
中

に
金
婚
式
を
迎

え
る
夫
婦
を
喪

彫
し
ま
す
。

▼
該
当
者
・：
昭
和
二
卜
六
年
に

結
婚
し
た
夫
婦
。
た
だ
し
、
昨
年

ま
で
に
川
け
出

を
し
な
か
っ
た

夫
婦
も
引
き
続
き
対
象
と
な
り

ま
す
。

▼
受
付
期
限
…
七
月
九

日
ま
で

▼
申
込
方
法
・・・
各
哂
位

老
人
ク
ラ
ブ
又
は
町
礼
会
福
阯

協
議
会
へ
お
巾
し

込
み
ド
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先

国
兇
町
社
会
福
祉
鵬
議
会

ｇ
（
５
８
５

）
3
４
０
3

お
知
ら
せ

地
方
労
働
委
員
会

か
ら

柵
島
県
地
方
労
働
委
員
会
は
、

労
働
者
と
使
川
者
の
間
の
賃
金

や
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
円
満
に
解
決
す
る
た
め
の

機
側
で
す
。

今
年
の
四
月

か
ら
、
労
働
組

介
に
加
人
し
な

い
方
で
も
。
地

方
労
働
委
員
会
を
利
川
で
き
る

制
虞
が
で
き
ま
し
た
。
希
望
が

あ
れ
ば
地
方
労
鋤
委
八
会
が
相

讓
者
と
そ
の
相
手
の
剛
に
入
っ

て
。
問
閣
解
決
の
た
め
の
お
手

伝
い
（
凋
整
）
を
し
ま
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
し
。
費
川
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
騨
し
く
は
お

川
い
（
‥
わ
せ
く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

県
地
方
労
働
委
員
会
叭
務
局

ｇ
｛
5
2
1
｝
7
5
9
4

事
業
所
の
方
へ

求
人
説
明
会

ｆ
成
十
四
年
三
月
新
規
学
校

卒
業
者
の
求
人
申
し
込
み
の
受

け
付
け

に
つ
い
て
嘔

業
所
へ
の

説
明
会
を
閧
き
ま
す
。

▼
場
所
・
日
時
…
◇
保
原
会
場

・・・
保
川
町
商
上
会

’
六
月
卜
三

日
（
水
）
◇
福
島
会
場
ｌ：
福
鳥

県
文
化
セ
ン
タ
ー

廴
（

月
十
．Ｅｎ

日
（
金
）
▼
時
間
…

い
ず
れ
も

午
後
二
時
か
ら
▼
内
容
・：
唹
成

卜
四
年
二
月
新
規
学
校
卒
業
者

を
対
象
と
す
る
求
人
申
し
込
み

の
予
続
き
に
つ
い
て
。

★

問

い

合

わ

せ

福

島

公

共

職

業

安

定

所

｀
い（

５

３

４

）
４
－

２

Ｉ

西
分
署
だ
よ
り

フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー

住
宅
火
災
の
は
じ

め
の
う
ち
は
．
一
郎
の
ふ
す
ま
．
カ

ー
テ
ン
、
家

具
等

が
燃
え
て
い
る
状
態
で
す
が
、
し
ぱ
ら

く
す
る
と
火
災
に
よ

っ
て
発
生
し
た
熱
が
建
物
内
に
蓄
積

さ
れ
、
天
井

、
側
壁
、
部
凧
、
そ
の
他

の
家
具
等
の
可
燃

物
が
加
熱
さ
れ
て
燃

え
材

い
状
胆
と
な
り
．
部
麗
全
休
が

．
気
に
燃
え
出
し
ま
す
．
こ
れ
が

『
フ
ラ
ッ

シ
ュ
オ
ー
バ

ー
』
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
、
大
体
出
火
後
气
～
卜
分
位
に

起
き
ま
す
．

こ
の
と
き
、
室
内
は

酸
欠
状
態
に
な
り
．

．
肢
化
炭
素

や
一
一
酸
化
炭
素
の
濃
度
も
急
速
に
上
算
し
、
と
て
も
危
険

な
状
態
で
す
か
ら
、
『
フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー
』
が
発
生
す

る
前
に
建
物
か
ら
避
難
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

初
期
消
火
（
消
火
器
等
を
使
川
し
て
の
消
火
）
が
で
き

る
の
は
、
炎
が
天
井

に
遠
し
た
畤
が
限
…か
で
す
．
こ
の
時

期
を
遇
ぎ
た
ら
．
迷
わ
ず
避
難
し
て
く
だ
さ

い
．

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ
５
８
２
‐
3
1
9
0



・桑折警察署から

県警の相談窓口が一つに

○相談件数の激増

平成12年中、県警で受理した相談件数は、約.9

件で前年度の約2.3倍と大幡に増加しjﾐし

た。
増加の原因としては、複雑・多様化する社会情

勢や家庭、学校、地域社会における問題解決能力

の低下やストーカー等迷惑行為の増加などが考え

られます。

悩みごと等は、遠慮なく警察にご相談ください、

特にストーカー行為は、そのまま放圜しておくと
エスカレートして凶悪事件に発展することもあり

ます。早めに相談ください。

○総合相談課（係）の新設

県警では。これまで別々に担当していた困りご

との相談や要望・苦禰等の受付窓口を一本化して、

・桑折警察署に総合相談係を

・警察本部に総合相談課を

新設しました。遠慮なくご相談ください。

総合相談係及び課の問い合わせは次ぎのとおり

です、

【桑折 警察 署相談 係 】582-2151

【県本部 総 合相談 課 】522-2151  (代)

学
生
の
方
へ

就

職

ガ

イ

ダ
ン

ス

ふ
る
さ
と
禍
島

県
へ
の
Ｕ
夕

Ｉ
ン
就
職
を
希
望
し
て

い
る
大

学
・
短
人
・
専
修
今
校
竹
の
学

生
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
閧
催
し
ま
す
．

◇
東
京
会
鳩
…
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
・
瓜
月
ニ
ト
ハ

日
（
月
）

◇
福
島
会
場
・；
福
島

グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス
・
六
月
八
日
（
金

）
◇

郡

山
市
会

場

…
ホ
テ

ル
ハ

マ

ツ
・
丘
月

↓
．卜
九
日
（
火

）
【
そ

の
他
一

会
沖
若
松
巾
．

い
わ
き

心
で
も
開
催
．
時
閥
は
い
ず
れ

も
午
俊

．
畤
か
ら
四
時
ま
で
．

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
馴
川
労
政
課

ｇ
（
５
２
１
）７
2
1
2

男
女
均

等
な
職
場
を

雇
用
機
会
均
等
月
間

一
一
卜

．
匣
紀
を
迎
え
．
職

場

に
お
い
て
、
女
性
が
そ
の
能
力

を
卜
分

に
允
揮
で
き
る
よ

う
Ｍ

川
環
境
を
整
伽
す
る
こ
と
は
、

我
が
川
の
将
来
に
お
い
て
1

 
:

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
．

企
業

に
お
い
て
は
、
雇
川
竹

理

の
あ
ら
ゆ
る
而
に
お
い
て
、

性
別
に
よ

る
こ
と
な
く
．
個
々

人
の
意
欲
、
能
力
．
適
卍
に
圸

づ
く
公

ぷ
な
収
扱
い
を
行
な
う

と
と
も
に
、
男
攵
労
働
行
の
聞

に
雅
火
Ｌ
生
じ
て
い
る
格
差
を

解
消
す
る
た
め
の
柚
艇
的
な
収

組
み
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ー
ア
ク
シ

ョ
ン
）
を
進
め
る
こ
と
が
水
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
。
女
性

自
身
も
。
什
事
に
積
極
的
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
。
能
力
発
揮
を
妨

げ
て
い
る
問
司
の
解
決
に
自
Ｅ

的
に
収
り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
鳥
労
働
６
爪

川
均
等
室

云
5
3
6
1
4
6
0
9

｝
ま
で
お
閥
い（
い
わ
せ
く

だ
さ
い
。

総
務
省

か
ら

電

波
利

用

保

護

旬
間

六
月

．
日

～
ｔ

日
ま
で
は
電

波
利
川
保
護
句
岡
で
す
．

よ
り
よ
い
電
波
環
境
が
豐
か

な
情
報
社
会
を
さ
さ
え
ま
す
．

電
波
は
み
ん
な
の
も
の
だ
か
ら
．

ル
ー
ル
を
守
っ
て
黽
し
く
使
い

ま
し
よ
う
．『

電
波
の
混
信
・
妨

害
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ

は
．
総
務
省
朿
北
心
乱
地
Ｕ

鵬

凡
川
監
脱
譟
ま
で
1
0
2
2
1
2
2
1
1
0
6
4

－

』

鳥追い爆音機
利用のお願

い水田や果樹畑などで鳥害防止のために

爆音欄等を設置していますが、周りの方

の迷惑にならないよう 、次ぎの点に注意

ください。

q)住宅に鱗擅する碍所では防鳥ポール

や防鳥網などを用い。爆音機は極力使用

しない。②爆音機は夜明けから日没まで

とし、夜間は使用しない。(住宅周辺で

は早朝の使用は控える｡)③苦情の申出が

あった鳩合には、代替策や使用聘鴫。音

●調矍など善意をもって対処する。

以上のことを心掛けて使用ください。

l周い合わせ】農林課f?(585)2986

６月の心配ごと相談

５日･火 八１ 忠　･ 癶

ldlf. ぶf･,･.

¶5日li･･. 煢　111,1.

ei●ひろ1‘J4

25日1月I 松潤 惣-9.

ａｓ iTI ｀･..

･  場 期 (  3  ) ‘ｌ

●･●闔'rlli!l 畤 一IE゛r･

人口と 世帯
人口 ４ 月 １ 日 現 在

切　5.400  人 ( こｔ Ｏ ）

女　5.782 人7  )

叶I l.   ー82人1 －7 ）

出 牛12 人　 死亡 ９人
も1入 ６７人 転出 ７７人

世 帯

3｡ｰ  7  い 特 (  十 5 ！

結
婚
お

め
で
と

う

一
昨

岬

夸

。で

佐

藤

真

余

甲

ｊ
ｌ

凹

四

筌

芍

で

松

浦

破

汀

７｛

光

明

を

｝

Ｋ

Ｉ

．
心

。バ
・
慨

原
笂

和

。
Σ

巾

祁

）

誕

生

お

め

で

と

う

お

子

さ

ん
　

憚

脯
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生涯学習

つうしん

国見町 教育委 員会生涯学 習課

(観 月台文化 セン ター)

 ー谷 ( 585 ) 2676 FAX  (  5 )  2707

パソコン(IT)基礎技能

講習会スタート

行事のお知らせ

5

月16日(水) くにみ女性教室(開講式)

22日(火) 子ども移動図書館(大枝小)

23日(水) 子育て教室(みんで遊ぼう)

子ども移動図蠻館(藤田小３年)

24日(木) 子ども移動図書館(森江野小)

25日(金) 成人学級(体力づくり)

子ども移動図書館(藤田小１年)

29日(火) 子ども移動図書館(藤田小２年)

3()日(水) 阿津賀志学級(舂の研修旅行)

6月
１日(金) 阿津賀志学級　　　　 ‾

(奉仕活動､交通安全教室)

３日(日) 子育て教室

(さつまいもを植えよう)

６日(水) くにみ女性教室

子ども移動図書館(小坂小)

７日(木) 阿津賀志学級(和紙工芸グループ)

８日(金) 子ども移動図富飽(藤田小３年)

９日(土) 少年仲同づくり教室

11日(月) くにみ女性敦室(囗マンドール)

12日(月) 阿津賀志学級(料理グループ)

14日(木) 子ども移動図爾館(藤田小２年)

阿津興志学級(和紙工芸グループ)

川
見
町
の
パ
ソ
コ
ン
（
Ｉ
Ｔ
）
从
礎
技

能
講
習
会
は
四
月

―
十
三
日
に
、
観
川
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
闘
溝
し
．
本
年
腹
中
に

四
百
こ
十
人
を
対
象
と
す
る
講
習
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
．

講
習
会
は
、
一
講
応
．
．十
人
の
受
講
者

に
対
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
一
名
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
ニ
名
で
実
施
し
て
い
ま
す
．

内
容
は
．
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
、
マ
ウ
ス
の

操
作
か
ら
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
屯
子
メ

ー
ル
ま
で
を
学
習
し
ま
し
た
．
受
馴
し
た

方
の
ほ
と
ん
ど
が
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
の

が
初
め
て
と
あ
っ
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
指
導
を
熱
心
に
受
け
て
い
ま
し
た
．

前
期
の
講
習
会
は
．
人
変
好
評
で
唹
日
、

夜
間
コ
ー
ス
と
も
匕
川
ま
で
の
講
座
が
定

貝
に
達
し
ま
し
へ

後
期
（
卜
川
以
降
の

講
座
）
は
、
九
月
に
旅
集
す
る
Ｆ
定
で
す
．

な
お
、
こ
の
講
習
会
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

－

は
、
平
日
、
Ｌ
日
コ
ー
ス
が
佐
藤
力
先

生
（
ミ
ラ
イ
ソ
フ
ト
有
限
会
社
）
、
夜
間
コ

ー
ス
が
福
鳥
商
業
高
校
の
中
村
勉
先
生
で

す
。

６月開催日程

コース 開 催 日 開催時間

土日コース
第２期･

２,土.･31臼
iO旧 冂6･土

９､土:
171日

13:30～15:30

土日コース
第３明･

23･,士,･24旧,I託･土･
７ １，Ｅ∃IIｸ･l土･8日・

13､30～15:3n

平巳コース
第８明･

1 ･.月113

8･.目･20 水
木

15 金･
22 金

13 30～15:30

夜間
コース

第13 窮 .･
ｎ･,月l;3
181,月,･20

水･15,金･
水･22金･

円 : 00～21濶

９月までの阨閹日曜;こついてJj ，平日 コースは７'冖こいｰｺ は

になリＪし た ま日 夜興コース|こ若 干の苓 きが面リ！１ ．

μしく は ．生涯亨Ｓ 課fi,585:2676  までお同 い合t! 下,きいｰ



図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
電
算
入
力
を

始
め
ま
し
た

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
１
図
書
室
で

は
。
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
蔵
書
の
管
理

に
向
け
、
た
だ
今
電
算
入
力
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
電
算
化
さ
れ
る
と
、

本
の
検
索
や
、
貸
出
、
返
却
が
大
変

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
図
書
室
を

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご

迷
感
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
二
週
閥
以
上
借
り
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
本
が
あ
る
方
は
岡
＆
室

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
返
却
を
お
噸
い
し

ま
す
。
な
お
図
書
竃
は
通
常
ど
お
り

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

新しい本が届きました
～文化センター図書室～

一

般

図

書

児

蔔

図

讎
（
紙
芝
居
）

＊少ないモノでゆたかに毒らす………………(大原晃子)

＊汽笛のけむり今いずこ………………………･･(佐蓊喜一)

＊戦後文学放浪記……………………………(ｉ 岡章太郎)

＊復元江戸生活図鑑……･………………………(笠間良彦)

＊痛快・寂聴仏教塾…………………………(瀬戸内取聴)
＊奥州藤原氏の畤代……………-………………(大石澁でin

＊磐梯山噴火……………………………………(i匕原糸子)

＊ミステリーから一皿…………………………,･･(貝原郁子)

＊メルヘン鰄生･…………………………………(高鳥侵男)
＊故郷へ揚る遭…………………………………(ｉ 野光雅)

●ぱく は 腫家 のフ ァーブ ル だ…… … …… ……( 谷 本蛆治)

ｉ点 字ど う ぷつえ ん… …… …… …… …… …… …(菊 地涓)

・ ハネ スうさ ぎの たんじ ょう ぴ･･･(パーナデッ ト･ワ ッツ)

ｌ 囗で麥 く ……… …… …… ……… … …… ………( 丘修三)

ｉ 魔女の 宅 急便3 … …… …… ……… …… ……( 角 野栄子)

・ 海ぺの ペレ ット をさ がし て…… … …… …(大 竹千 代子)

・う ちの ペ ットは ドラ ゴン ー( マー ガレッ ト 、マーヒ ー)

・く らげ のふし ぎ ぴっく りば なし … ……… …{ 加古 里子}

ｌ たから さ がし ……… …… ……… … …… ……(  市 川 里 美 )

・ ゆうか んな ヒツ ジつ かい ……… … …( デピ ・クリ オリ)

１貸出し 冊数は5 冊以内、 期岡は ２週間以内です．

同讎蜀を利用する駒に、甲務璽で受付をし てく ださい．

ス
ポ
ー
ツ

募集　第1回町民ハイキング
・日 時／６月１７日（日）

8  時 30分出発

・場 所／宮城蔵不（刈田岳～熊野岳）

・対 象／国見町在住、または国見町在勤の方（学生は除く）

・定 員／３０人

・参加科／１０００円（打合会時に徴収）

・甲込み／・6 月１日（金）からフ日（木）までの問に、

生Ji学習課へお申し込みください。

・電話での申し込みは受け付けできません。

・受付順ではありません。

・応男者が定員を超えた場合は、柚選です。

問い合わせ　生涯学習課 管理兼社会体育係

スポーツ事業（上半期）
今年度上半期に予定している事業をお知らせします。

【スポーツ大会】

・スポーツ少年団

ソフトポール大会

(７月８日)

【スポーツ教室】

・ソフトバレーポール教室

(７月４日･11 日･18 日)

・グラウンドゴルフ教宣

(７月15 日・22 日)

【ｽ ﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 】

・町民ハイキング

(６月１７日 宮城蔵不l

・町民スポーツテスト

(７月２０日)

・小学生のためのスポーツ

レクリエーション

(８月１日・３日)

・町民霊山

(９月９日 安達太良山〉

【町長杯スポーツ大会 】

・野 球( ５月１３日)

・ナイターソフトポール

(５月１５日～６月８日)

・ゲートポール(５月２０日)

・パウンドテニス

(６月３日)

・家庭バレーポール

(６月ｰ  0 日 )



恒
例
の
農
業
市

恒
例
の
震
業
市
か
５
月
５
日

（
子
ど
も
の
日
）
観
月
台
公
園

で
閃
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
見
町

商
工
会
が
主
催
し
今
年
で
4
3回

目
を
迎
え
、
町
内
を
は
じ
め
近

隣
か
ら
、
苗
木
を
買
い
求
め
る

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
で
賑
わ
い
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
威
勢
の
い

い
声
も
飛
び
交
い
ま
し
た
。
今

年
は
子
ど
も
た
ら
が
竹
の
よ
う

に
す
く
す
く
育
つ
よ
う
に
「
竹

の
子
神
社
」
石
設
営
さ
れ
、
妁

馬
な
ど
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体

験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
出
来
ま
し

た
。

春
爛
漫

花
の
舞

不
二

浪
流
日
本
舞
踊

教
室
の
発

表
会

「
春

爛
漫

花
の
舞
」

が
４

月
８
日

観

月
台

又
化
・で
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま

し
た
。

国
兄

教
室
を
は
じ

め
県
北
地
区

・
日

石

か

ら
不
二
浪
原

弥
さ
ん

門
下
の
３
歳

か

ら
8
5
歳
ま
で
約
4
0
名

が
、
歌
謡

、
民

謡
、

小
唄

な
ど
に
あ
わ
せ
て

華
腿

な
舞
を
披

露
し
ま
し
た
。

９
日
に
は
不
二

浪
京
弥
さ
ん
や
秦

天
子
さ
ん
、
吉
田

ウ
メ
さ
ん
が
冨
永

町
艮
を
訪
ね
、
会

場
で
行
な
わ
れ
た

社
会
福
祉
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
匁
金
を
届

け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

女
性
も
消
防
活
動
の
一
翼
を

国

見
町
消
防
団

と
伊
達
地
方

消

防
組

合
酉
分
署

、
今
回
は

初

め
て

婦
人
防
火

ク
ラ

ブ
の
代

表

者

も
加
わ
り
合
同

会
議
が
４
月
2
6

日

開
催
さ

れ
ま
し
た

。
会

議

で

は
、「
住
宅
防

火
の

推
進
に
つ

い
て

」
を
テ

ー
マ

に
活
発

な
意

見

が
交
わ

さ
れ
、
仕
串
な

ど
で

家
に
い
る
こ

と
が
少
な
い

消
防

団

貝
を
助
け

。
婦
人
に
よ

る
予

防
消
防
の
取

り
組
み
強
化

が
・議

髄
と
な
り

ま
し
た

。
婦
人

防
火

ク
ラ
ブ
で

は
消
火
器
の

使
い
方

調
習
会
の

開
催
や
防
火
へ

の
啓

蒙
活
動

な
ど
進
め
る

と
し
、
火

を
出
さ

な
い
運
動
の

一
翼
を
担

う
こ

と
を
確
認
し
ま
し

た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
写
真
展

●
村
上
昭
男
さ
ん
の

秀
作
を
展
示

国
見
ラ

イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
で

は
５
月
１

日
よ
り
1
0
日

に
か
け

て
観
月

台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、

会
員
の

村
上
昭
男

さ
ん
（
宮
町

北

）
の

写
爽
展

を
開
催
し
ま
し

た

。同

ク
ラ
ブ
国

際
協

会
誌
『
ラ

イ

オ
ン

』
に
掲
載

さ
れ
た
作
品

を
は

じ
め
約
１
５
０

点
が
展
示

さ

れ
ま
し
た

。
十

数
年
前
か
ら

通
悒

教
育
で
は

じ
め
た
と
い
う

村
上

さ
ん
の
写

爽
技
術
は
ま
さ

に

プ
ロ
級
で

、
世
界
十
数
力
国

を
含

む
「
雄
大

な
自
然
」
か
ら

「
街
角
の
さ

り
げ
な
い
光
景
」

ま
で
、
夭
し
い

情
景
と
感
動

が

一
枚
の
写
輿

に
芸
術
性
高
く
表

現

さ
れ
て

い
ま
す
。

私

藤
田
小
　
六
年
　
渡
辺
翠
里

私
は
一
人
で
す

こ
の
世
で
た
っ
た
一
人
で

す

だ
れ
も
　
ま
ね
は
で
き
ま
せ
ん

だ
っ
て

私
は
一
人
で
す
か
ら

私
は
一
人
で
す

世
界
で
た
っ
た
一
人
で
１

同
じ
名
前

同
じ
顔
　
性
侶
が
似
て
い
て
も

同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
て
も

決
し
て
　
私
は
二
人
い
ま
せ
ん

私
は

］
人
で
苓

さ
が
し
て

も
　
一
人
し
か
い
ま
せ
ん

世
界
が
ど
ん
な
に
広
く
て
も

知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
つ
で
も

私
は
一
人
し
か
い
ま
せ
ん

な
ぜ
な
ら
　
私
は
私
で
す
か
ら

だ
か
ら

私
は
私
を
好
き
に
な
ろ
う

編
集
発

行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
－
Ｉ
フ

９
２

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字

藤
田
字
一
丁

田
二
、
２
の
１

Ｔ

Ｅ

Ｌ

Ｏ

２

４

１
５

８

５

－
2
1
1
1

F
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χ
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５
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ｍ
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